
様式第二号の九（第八条の四の六関係）
（第１面）

　　　　　　　　

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令 和７年

　

５月 ２８日

　

群馬県知事

　　

あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

提 出者

　　

〒３７０‐０１０５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住

　

所 群馬県伊勢崎市境伊与久 １９１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏

　

名 コーセーインダストリーズ㈱ 群 馬 工場

　　　　　　　　　　　　　

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 工場長

　

宇津城 史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

崖価古色甘り ０２７０一７６一３２４１

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第１０項の規定に基づき、 令和６年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事

　

業

　

場

　

の

　

名

　

称 ㈱コーセー群馬工場／コーセーインダストリーズ㈱群馬工場

事

　

業

　

場

　

の

　

所

　

在

　

地 群馬県伊勢角ＩＨ魂ｉヌ与久 １９１３

事

　　

業

　　

の

　　

種

　　

類 頭髪用化粧品製造業／仕上用・皮膚用化粧品製造業（香水，オーデコロンを含む）／プラス
ノッソリミ”

　　

●
， ÷（部門）

産業廃棄物処理計画における
計

　　　

画

　　　

期

　　　

間
令和６年４月１日

　

～

　

令和７年３月３１日

産業廃棄物処理計画における目標値

　　　　　

項 目

　　　　　　　　　

目標 値（ｔ）

　　　　　　　

項 目

　　　　　　　　　

目標 値（ｔ）

　

排

　　　　　

出

　　　　　

量

　　　　　　　　

３７５１ｔ

　

全 処

　

理

　

委

　

託

　

量

　　　　　　　　　　

１０２０ｔ

　

自

　

ら 再 生 利 用 を 行 う

　　　　　　　　　

←^

　

優良認定処理業者への

　　　　　　　　　　

”…

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＵＬ
処

　

理

　

委

　

託

　

量

　　　　　　　　　　　

４４Ｊｔ産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の 量

　

自

　

ら

　

熱

　

回

　

収

　

を

　

行

　

う

　　　　　　　　　

～

　

再 生 利 用 業 者 へ の

　　　　　　　　　　

ハ^ …

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＵＬ 処

　

理

　

委

　

託

　

量

　　　　　　　　　　　

Ｗ汎産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の 量

　

自ら中間処理により減量する

　　　

２吸れ ぞ 墓回墓業葉へ基

　　　　　

ｔ

　

産

　

業 廃

　

棄

　

物

　

の

　

量

　

自

　

ら 埋

　

立 処 分 又

　

は

　　　　　　　　　　　

認定熱回収業者以外の

　

海 洋 投 入 処 分 を 行 う

　　　　　　　　　

ｏｔ

　

熱 回収を行う業者 への

　　　　　　　　　　

６２８ｔ
産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

量

　　　　　　　　　　　

処

　

理 委

　

託

　

量

※事務処理欄

項目 目標値（ｔ） 項目 目標値（ｔ）

排

　　　　　

出

　　　　　

量 ３７５１ｔ 全

　

処

　

理

　

委

　

託

　

量 １０２０ｔ

自

　

ら 再 生 利 用 を 行う
産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

量
ｏｔ
優良認定処理業者への
処

　

理

　

委

　

託

　

量
４４３ｔ

自

　

ら

　

熱

　

回

　

収

　

を

　

行

　

う
産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

量
ｏｔ
再生利用 業者 への
処

　

理

　

委

　

託

　

量
３０９ｔ

自ら中間処理により減量する
産

　

業 廃

　

棄

　

物

　

の

　

量
２９４２ｔ
認定熱回収業者への
処

　

理

　

委

　

託

　

量
ｔ

自

　

ら

　

埋

　

立

　

処 分

　

又

　

は
海 洋 投 入 処 分 を行う
産

　

業

　

廃

　

棄

　

物

　

の

　

量
ｏｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処

　

理 委

　

託

　

量
６２８ｔ

※事務処理欄

（日本工業規格

　

Ａ列国番）



ー

　　

計画の実施状況

　　

１ （産業廃棄物の種類：

　　　

汚泥

　　　

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ら直接

不要物等発生量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

再生利用した量

３２７９．１５ｔ

　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

自ら中間処理

　　　

自ら中間処理した

　　　

蟹中期漉理分
し緒

　　　　　

，４，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海洋投入処分した量

　　　　

項目

　　　　　　　　

実績値

①排出量

　　　　　　　　　　

３２７９．１５ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

⑤自ら熱回収を行った最

　　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　

３１５４．９５ｔ量した最

③＋⑨自ら埋立処分又は

３２７９．１５ｔ

　　　　　　　

１２４．２ｔ

　　　　　　

り減量した最 直接及び 繋

　　　　　　　　　　　

ｏｔ

ｏｔ

　

⑦

　　

３１５４．９５ｔ

　　　　　

処理委託紙

　　　　　　　　　

⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑩のうち熱回収認定

　　　　　　　　　　　　　

１４１．８２ｔ

　　　　　　　

業者以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熱回収を行う業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

への処理委託量
１４１．８２ｔ

１７．６２ｔ

⑫再生利用業者への処理
委託量 １４１．８２ｔ

ｏｔ

ｏｔ



－

　　

計画の実施状況

　　

量 （産業廃棄物の種類

　　　

廃油

　　　

）

不要物等発生量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

再

　

１用した豊

排出量

　　　　　　　

ら，

　

埋 分又は

　　　　　　　　

海洋投入処分した量

２５１．５９ｔ
◎

　　　　　　　　　

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自ら中間処理した後

ら中間処理

　　　　　　　

自ら中間処理した
自ら埋立処分又は

した量

　　　　　　

梯 湯 ふ燭
海洋投入処分した最

　　　　

項目 実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　

２５１．５９ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

⑤自ら熱回収を行った量

　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　

６．０５ｔ量した量

６．１２ｔ

　　　　　　　　

ｏ．０７ｔ

　　　

り減量した量

　　　　

め鴨蓄喬撃繋 …

　　　　　　　　　

ｏｔ

　　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　

６．０５ｔ

　　　　　　　

処理委託量

　　　　　　　　　

⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑩のうち熱回収認定

　　　　　　　　　　　　　

１９１．０９ｔ

　　　　　　　

業者以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熱回収を行う業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

への処理委託量

ｏｔ

１９１．０９ｔ

１５２．７６ｔ

ｏｔ 処理業者への
処理委託量

⑪

　　　　　　

１５２．７６ｔ
ｏｔ



１

　　

計画の実施状況

　　

ｌ （産業廃棄物の種類：

ら

　　

山

　

九理しこ
生

　

す

　

した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

　

処理委託量

　　　　

項目

　　　　　　　　

実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　　

４２９．８ｔ

②＋⑥自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

⑥自ら熱回収を行った量

　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　　　

ｏｔ量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は

　　　　　　　　

ｏｔ海洋投入処分を行った量

⑫再生利用業者への処理
委託量

４２９．８ｔ

７７．７７ｔ

６２．４ｔ

ｏｔ



ー

　　

計画の実施状況

　　

１ （産業廃棄物の種類：

　　

金属くず

　　　

）

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

排出量

　　　

馨ら洋
直
投
接
入
埋
処
立
分露呈署

３７．７ｔ

　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自ら中間処理した後

　　　　　　　　　　　　　

３７．７ｔ

自ら中間処理

　　　　　　　

自ら中間処理した
自ら埋立処分又は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海洋投入処分した量

　　　　

項目 実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　　

３７．７ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行つた量

⑤自ら熱回収を行った最

　　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　　　　

ｏｔ量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は

　　　　　　　　

ｏｔ海洋投入処分を行った量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

ｏｔ

　　　　

を行ろだ量

　　　　　

り減量した富 直接及び自ら

　　　　　　　　　　

ｏｔ

ｏｔ

　

③

　　　　　

ｏｔ

　

⑦

　

・

ｏｔ

　　　

中描駿理髪こ選炎の

　　　　　　　

⑩のうち熱回収認定

３７．７ｔ

　　　　　　　

業者以外の

　　　　　　　

熱回収を行う業者

　　　　　　　

への処理委託量

　　　

⑬

　　　　　　　　　

ｏｔ

３７．７ｔ

ｏｔ

３７．７ｔ



　　　　　

計画の実施状況

又は

ｏｔ

直接及び自ら
中間処理した後の

　

処理委託量

　　　　

項目

　　　　　　　　

実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　　

４．０６ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

③自ら熱回収を行った量

　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　

４．０６ｔ量した量

３

　　

９

　　

・

　　

、

　

凡‘

⑫再生利用業者への処理
委託量

ｏｔ

４．０６ｔ

ｏｔ

４．０６ｔ

ｏｔ

ｏｔ

、

　　

′

（滋
Ｎ
回
）



ー

　　

計画の実施状況

　　

１ （産業廃棄物の種類：ガラスくず．コンクリートくず及び陶磁器くず）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ら脱 ヌ 自ら中間処理した後

不要物等発生量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

再生利用した量 再生利用した量

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自ら中間処理した後

　　　　　　　　　　　　

３．０６ｔ

自ら中間処理

　　　　　　　　

自ら中間処理した
自ら埋立処分又は

　

した量

　　　　　　

後ぶ残さ量
海洋投入処分した最

　　　　

項目 実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　　

３．０６ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

⑤自ら熱回収を行った量

　　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　　　　

ｏｔ量した量

ｏｔ

　　　　　　　　　　　　　

ｏｔ

自ら中間処理によ
直接及び自ら

　　　　　

⑩

　　　　　　　　　

ｏｔり減量した量
中間処理した後の

　　　　　

ｏｔ

　　　　　　　

処理委託量

　　　　　　

⑱

　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑩のうち熱回収認定

　　　　　　　　　　　

３．０６ｔ

　　　　　　　

業者以外の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

熱回収を行う業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

への処理委託量

　　　　　　　　　　　　

⑭

　　　　　　　　　

ｏｔ

ｏｔ

３．０６ｔ

ｏｔ

⑩のうち優良認定
処理業者への３．０６ｔ

⑪

　　　　　　　　　

ｏｔｏｔ

ｏｔ



（産業廃棄物の種類：

直接及び自ら
中間処理した後の

　

処理委託量

⑩のうち熱回収認定

　

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

　

処理委託量

　　　　　

計画の実施状況

　　　　

項目

　　　　　　　　

実績値

①排出量

　　　　　　　　　　　　　

０．０６ｔ

②＋⑧自ら再生利用を

　　　　　　　　　

ｏｔ行った量

⑤自ら熱回収を行った量

　　　　　　　　　

ｏｔ

⑦自ら中間処理により減

　　　　　　　　　

ｏｔ量した最
③＋⑨自ら埋立処分又は

　　　　　　　　

ｏｔ海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

　　　　　　　　　

０．０６ｔ

⑪優良認定処理業者への

　　　　　　　

ｏｔ処理委託量

⑭再生利用業者への処理

　　　　　　　

ｏｔ委託量

⑩熱回収認定業者への処

　

ｏｔ

ｏ．０６ｔ



（第３面）

１

　

翌年度の６月３０日までに提出すること。

２

　

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３

　

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。
４

　

第２面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、（１）から（１４）

に掲げる量を記入すること。
（１） ①欄

　

当該事業場において生じた産業廃棄物の量
（２）②欄 （１）の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

（３）③欄 （１）の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

（４） ④欄 （１）の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量
（５） ⑤欄 （４）の量のうち、熱回収を行った量
（６） ⑥欄

　

自ら中間処理をした後の量
（７） ⑦欄 （４）の量から（６）の量を差し引いた量

（８） ⑧欄 （６）の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

（９）⑨欄 （６）の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

（１０）⑩欄

　

中間処理及び最終処分を委託した量

（１１）⑪欄 （１０）の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

　　

第６条の１１第２号に該当する者）への処理委託量

（１２）⑩欄 （１０）の量のうち、処理業者への再生利用委託量

（１３）⑱欄（１０）の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　　

第１５条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

（１４）⑭欄（ｉｏ）の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

　　

焼却処理委託量

５

　

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。
６

　

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。
７

　

※欄には、何も記入しないこと。


